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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【国際特許分類】
   Ｂ６２Ｄ   6/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｇ   1/16     (2006.01)
   Ｂ６２Ｄ 101/00     (2006.01)
   Ｂ６２Ｄ 137/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６２Ｄ    6/00     　　　　
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｃ
   Ｂ６２Ｄ  101:00     　　　　
   Ｂ６２Ｄ  137:00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月17日(2017.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自車両の車線変更を支援する車線変更支援装置（１）であって、
　前記車線変更に要する変更時間を設定する変更時間設定ユニット（９）と、
　前記車線変更の開始前における自車両のヨー角を取得するヨー角取得ユニット（１１）
と、
　前記変更時間設定ユニットが設定した前記変更時間において前記車線変更を実行するよ
うに、自車両の操舵ユニットを制御する操舵制御ユニット（１７）と、
　を備え、
　前記変更時間設定ユニットは、前記ヨー角取得ユニットが取得した前記ヨー角が、前記
車線変更における変更先の車線に自車両を近づけるヨー角である場合は、それ以外の場合
よりも、前記変更時間を短く設定するとともに、前記ヨー角取得ユニットが取得した前記
ヨー角が、前記変更先の車線から自車両を遠ざけるヨー角である場合は、それ以外の場合
よりも、前記変更時間を長く設定する車線変更支援装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の車線変更支援装置であって、
　前記車線変更における横方向での移動距離を取得する移動距離取得ユニット（１９）を
さらに備え、
　前記変更時間設定ユニットは、
　　前記移動距離取得ユニットが取得した前記移動距離が大きいほど、前記変更時間が長
くなるように前記変更時間を算出する算出ユニット（２１）と、
　　前記ヨー角取得ユニットが取得した前記ヨー角が、前記変更先の車線に自車両を近づ
けるヨー角である場合は、前記算出ユニットが算出した前記変更時間を短縮するとともに
、前記ヨー角取得ユニットが取得した前記ヨー角が、前記変更先の車線から自車両を遠ざ
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けるヨー角である場合は、前記算出ユニットが算出した前記変更時間を延長する補正ユニ
ット（２３）と、
　を備える車線変更支援装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の車線変更支援装置であって、
　前記ヨー角取得ユニットが取得した前記ヨー角の大きさが予め設定された閾値以下であ
る場合、変更時間設定ユニットは、前記算出ユニットが算出した前記変更時間を設定する
車線変更支援装置。
【請求項４】
　自車両の車線変更を支援する車線変更支援装置（１）であって、
　前記車線変更に要する変更時間を設定する変更時間設定ユニット（９）と、
　前記車線変更の開始前における自車両の横方向での位置を取得する横位置取得ユニット
（１３）と、
　前記変更時間設定ユニットが設定した前記変更時間において前記車線変更を実行するよ
うに、自車両の操舵ユニットを制御する操舵制御ユニット（１７）と、
　前記横位置取得ユニットが取得した前記横方向での位置を用いて、前記車線変更におけ
る横方向での移動距離を取得する移動距離取得ユニット（１９）と、
　を備え、
　前記変更時間設定ユニットは、前記移動距離取得ユニットが取得した前記移動距離が大
きいほど、前記変更時間が長くなるように前記変更時間を設定する車線変更支援装置。
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